
平成２８年１０月 市薬研修案内 
会 員 各 位                                  一般社団法人福岡市薬剤師会 

下記のとおり、研修会を開催いたします。 

◇開 催 場 所       ：福岡市薬剤師会館 4Ｆ講堂 福岡市中央区今泉 1-1-1 TEL：（092）714-4416 

開催日 研 修 会 名        演 題 ・ 講 師 な ど           

10月 4日 

（火) 

19時 30分 

広域病院研修会 
～浜の町病院糖尿病

シリーズ～ 

《学術・研修委員会》 

演題①：「当院の糖尿病診療の現況」 

国家公務員共済組合連合会 浜の町病院 

       糖尿病・内分泌内科部長 平松 真祐 先生 

演題②：「当院外来におけるインスリン注射と低血糖予防の指導 」 

国家公務員共済組合連合会 浜の町病院 

            看護部 糖尿病看護認定看護師 廣津 真 先生 

◇PS項目：確認中  ※決定次第、市薬ＨＰでお知らせします。 

10月 13日 

(木) 

19時 30分 

東大・薬剤師会 

育 薬 セ ミ ナ ー         
《学術・研修委員会》 

テーマ： ヒト化抗 IL-5 モノクローナル抗体メポリズマブ 

（遺伝子組換え） 
製品名：ヌーカラ皮下注用 100 mg (グラクソ・スミスクライン) 

講  師：東京大学大学院 薬学系研究科 育薬学講座 

教授 澤田 康文 先生 

◇PS項目：1-1-1／1-2-1・2／1-3-1～4／2-1-4・6・22・24・26・29・30 

     2-2-40～43・120～123・127～136・140～153 

     2-3-1・3～5・31～38／4-1-1～5    

10月 14日 

（金) 

19時 30分 

第 50回 Primary 
Health Care 

《学術・研修委員会》 

情報提供:「タケキャブ錠について」（武田薬品工業） 

演 題：「循環器専門医が考える至適糖尿病治療」 

講 師：福岡徳洲会病院 循環器内科 部長 山田 賢裕 先生 

◇PS項目：2-2-53～55 

10月 18日 

（火) 

19時 30分 

薬物療法研究会 
《学術・研修委員会》 

情報提供：「完全ヒト型モノクローナル抗体プラルエントについて」 

（サノフィ）  

演 題：「動脈硬化性疾患リスクとしての 

高コレステロール血症の治療戦略」  

演 者：さわやま内科・総合診療クリニック 院長 澤山 泰典 先生 

◇PS項目:2-1-13・24・29／2-2-3・56～58／2-3-16・36 

【要旨】脂質異常症の中でもとりわけ LDLコレステロール（LDL-C）の高値

は心血管疾患の大きなリスク因子である。スタチンの登場により LDL-C

を低下させることが心血管イベント発生率の低下に繋がることが国内外

の知見で明らかになっている。 

今回は、心血管疾患を予防する上で LDL-C を下げることが如何に重要であ

るかを国内外のエビデンスならびにガイドラインを用いて解説する。また

家族性高コレステロール血症を含めた実際の症例を紹介し、服薬指導にお

いて重要となる症状や臨床検査値を具体的に紹介する。また、新しく上市

された PCSK9阻害薬の可能性についても解説する。 

10月 20日 

(木) 

19時 30分 

東大・薬剤師会 

育 薬 セ ミ ナ ー         
《学術・研修委員会》 

テーマ：抗悪性腫瘍剤ベキサロテン  

製品名：タルグレチンカプセル 75 mg (ミノファーゲン製薬) 

講  師：東京大学大学院 薬学系研究科 育薬学講座 

教授 澤田 康文 先生 

◇PS項目：1-1-1／1-2-1・2／1-3-1～4／2-1-4・6・22・24・26・29・30 

     2-2-104～108・120～123・127～136・140～153 

     2-3-1・3～5・26・31～38／4-1-1～5    

   

２枚目へ続く 



  平成２８年１０月市薬研修案内続き 

開催日 研 修 会 名        演 題 ・ 講 師 な ど           

10月 25日 

（火) 

19時 30分 

Basic Study 
～第 6回新人薬剤師

のための基礎から

学ぶがんセミナー 

≪全 12回≫～ 
《学術・研修委員会》 

演 題：「乳がんの基礎について」 

講 師：株式会社アステム 福岡担当 がんＭＣ 三好 英之 様 

◇PS項目：1-1-18・20／1-4-1・3・5／2-1-11・19 ・29・30 

     2-2-104・105・107・108・120・122／ 

2-3-1・3・4・7・8・10・26・31・35／3-1-13・14 
【要旨】乳癌は、1980～2010の 30年間で 5倍以上に増加しています。食

生活や生活習慣の変化（欧米化）により 7万人近くが毎年乳癌に罹患して

いるのが現状です。また他の癌が年齢と共に増加していくと言われるのに

対し、乳癌は 40代後半にピークがあり、この年齢層では実に半数近くを

乳癌が占めています。これはエストロゲンが強く関与していると言われて

います。また先般、多くの著名人の罹患も報告され、非常に注目をされて

いる疾患です。今回は、その乳癌のリスクと自己検診等について、また、

罹患後の治療法と治療流れについての内容で開催させて頂きます。 

10月 27日 

（木) 

19時 30分 

漢方研修会 
《学術・研修委員会》 

情報提供：（ツムラ） 

演 題：「漢方のこれまで、そしてこれから 

  ～日本における漢方の変遷と基礎理論について～」  

講 師：九州大学大学院 薬学研究院 臨床育薬学分野 

准教授 島添 隆雄 先生 

◇PS項目：2-2-117・118 ／ 2-3-28 ／ 2-3-30 

 

☆研修会の動画配信システムについて（福岡市薬剤師会 会員向けサービス） 

福岡市薬剤師会の会員の先生方は、福岡市薬剤師会の会員向けホームページで過去の研修会の動画及

び配付資料を閲覧することが出来ます。 

 閲覧の際は、事前に登録をお願いいたします。詳しくは、事務局へお問い合わせください。 

 

◇PS（プロフェッショナルスタンダード）項目について 

薬剤師が生涯にわたって学習すべき項目をまとめた「プロフェッショナルスタンダード(PS)」(日薬作成)の 

該当項目を研修一覧に追加しました。（一覧は、市薬ホームページにてご確認下さい。) 

 

◇研修会資料は福岡市薬剤師会ホームページの学術研修委員会資料に掲載しています。 

 

◆取得研修単位       ：1単位  ※育薬セミナーシールのみ 1.25単位 

※県薬研修カードをお持ちの方は、必ずご持参下さい。 

※研修会の開始時刻より 20分以内に受付を済まされた方には、研修単位を発行いたします。 

その後受付けの方は、受講は可能ですが研修単位の発行は出来ませんのでご了承ください。 

  ※研修単位は、申請状況によっては単位が認められない場合もございます。ご了承下さい。 

 

◆受 講 料：福岡市薬剤師会所属のＡ会員・Ｂ会員・研修メンバー会員の先生は、無料。 

それ以外の方（非会員を含む）は、受講料として 3,000円の負担をお願いします。 

※福岡市薬剤師会で開催される研修会・説明会等の運営は、保険薬局会費により運営しております。 

詳しくは、福岡市薬剤師会事務局へお問い合わせください。（TEL：092-714-4416）         

 


